





































て」（平成 25 年 5 月）、第四次提言「高等学校教育と大学教育との接続・大学入学者選抜の
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答申に続く平成 27 年 1 月の高大接続改革プランを受けて、実現に向けて具体的方策を
検討するために高大接続システム改革会議が設置された。そこで、平成 28 年 3 月「最終報
告」がまとめられた。その工程表では「新テスト」について平成 32 年度から実施となって
いる。つまり、平成 33 年度入学生に対する個別試験からである。さらに工程表では、その
3 年前に当たる平成 30 年度の早いうちに「各大学の入学者選抜方法等の予告・公表」を行
うこと、大学入学者選抜実施要項の見直しに係る予告通知を、平成 29 年度初頭を目途に行
うこととなっている。現在、文部科学省ではこの工程表に沿って、検討が進められている。
平成 33 年度入試から「新テスト」を実施することは確定している。 


























もう一つは、教育課程外の活動に影響するということである。3 年生も 6 月までは部活




































変革をもたらす提言が、平成 2 年に出された（高等学校教育研究協議会答申）。 


















































(注 2)平成 14 年度は単独選抜で高校に入学した生徒が初めて大学を受験
した。 
(注 3)平成 20 年度は県立操山中学に入学した生徒が初めて大学を受験し
た。 
(注 4)平成 25 年度は県立天城中学に入学した生徒が初めて大学を受験し
た。 





































































































































る。1 年次「GLOBALⅠ」2 年次「GLOBALⅡ」3 年次「GLOBALⅢ」が科目として設定さ


















○ 第 12 回全国物理コンテスト「物理チャレンジ 2016」 
金賞 岡山朝日高等学校 2 年生 
金賞 倉敷天城高等学校 3 年生 
銀賞 岡山朝日高等学校 2 年生 
○ 化学グランプリ 2016 
大賞 岡山朝日高等学校 2 年生 
金賞 倉敷天城高等学校 3 年生 
銅賞 津山高等学校 3 年生 
○ 日本生物学オリンピック 2016 
敢闘賞 倉敷天城高等学校 2 年生 
○ 第 10 回全国高校生英語ディベート大会 in 岐阜（2015） 





























⇒ グローバル・リーダーとして必要な５つの資質・能力を中学・高校６年間で育成 未来航路 岡大医学部ドクターによる指導
岡山県高等学校教育研究協議会第二専門委員会報告「参考資料」から抜粋 
















































は、そこが自分の進路を考える機会となる。定期考査が、5 月、7 月、10 月、12 月、2 月
（3 年生を除く）にある。1、2 年生全員参加の校外模試が、7 月、11 月、1 月にある。2
年生の 2 月からマーク模試が始まる。3 年生全員参加の記述模試とマーク模試がひと月 1
回ペースで続く。また、2 年生の後半から、大学オープン模試、ハイレベル模試、小論文





















保護者会は全学年 7 月にある。12 月にも行われることもある。学習や学校生活の状況、
長期休業中の過ごし方、進路選択などについて話し合われる。3 年生の 12 月、1 月は受験
校について話し合う。1、2 年生の 7 月については 10 月までに次年度の選択科目を確定す









各高等学校ではどのような進路指導が行われているのか、平成 28 年 8 月末から 9 月末
































































まず、60 分・4 学期制について、60 分と言われても高校生にとっては 50 分授業が日常
であり、特にインパクトはない。4 学期制と言われても、多くの高校は 3 学期制で 5 回の
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UAA として高大接続に係る一考察
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の時間をかけている。地歴・公民は、2 年生以降はほぼ毎日授業がある。体育は週 2～3 時

























してくる平均的な生徒は、学校での授業 6 時間のうち 5 時間は国語、地歴・公民、数学、
理科、英語であり、授業以外の学習をほぼ 3 時間行い、その多くがこれらの教科の学習で
学力を測るための資料 
地歴・公民 定期考査、提出物など、実力考査（2～3 年）、校外模試（2～3 年） 
数学 定期考査、提出物など、実力考査（2～3 年）、校外模試（1～3 年） 
保体 授業での関心・意欲、技能など 
英語 定期考査、提出物など、実力考査（2～3 年）、校外模試（1～3 年） 
総合学習 レポートなど 
部活動 活動成績、成果物、発表会など 
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平均 4.5 以上で、数学、理科、英語については上位 5％以内を条件に推薦をしてもらうこ
とはどうか。学校ごとの評定の差は承知の上だが、評定が高い生徒は意欲的な学習を積み
重ねていることは間違いない。もしどうしても心配なら「新テスト」での最低点を示すこ



















教育再生実行会議第三次提言「これからの大学教育等の在り方について」（平成 25 年 5 月
28 日） 
教育再生実行会議第四次提言「高等学校教育と大学教育との接続・大学入学者選抜の在り
方について」（平成 25 年 10 月 31 日） 
中央教育審議会答申「すべての若者が夢や目標を芽吹かせ、未来に花咲かせるために」（平
成 26 年 12 月 22 日） 
高大接続システム改革会議「最終報告」平成 28 年 3 月 31 日 
中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等
の改善及び必要な方策等について（答申）」（平成 28 年 12 月 21 日） 
教育時報 平成 8 年 12 月号 岡山県教育委員会 
岡山県高等学校教育研究協議会第二専門委員会報告（平成 28 年 3 月 25 日）「参考資料」 
岡山県教育庁高校教育課ホームページ 
岡山県立倉敷天城高等学校平成 28 年度学校要覧 
岡山県立岡山城東高等学校 SGH 研究開発実施報告書（平成 28 年 3 月） 
第 22 回全国進学指導研究大会資料 全国高等学校進路指導協議会（平成 28 年 9 月 29 日） 
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